
 

■ 2023 年度自動車工学基礎講座 Webセミナー 

第１回「振動騒音の基礎」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、昨年度に引き続き、部品製造の中小企業における中堅社員

を対象として、自動車の性能及び機能に焦点を当てた「自動車工学基礎講座」を企画し、今年

度は、「振動騒音の基礎」、「サスペンション・ステアリング・ブレーキの基礎」、「衝突安

全の基礎」、「熱マネジメント技術の基礎」に、新たに「自動運転の基礎」を加え、５回連続

の Web講座として開催します。 

今回は、会員企業の皆様に振動騒音の基礎知識を習得して部品の製造技術に関する固有技術

の向上にお役立ていただくよう、第１回として「振動騒音の基礎」を開講しました。車の振動

騒音は、お客様の満足度評価にて快適性などを確保する重要な要素であり、本講座は、公益財

団法人ひろしま産業振興機構カーテクノロジー革新センターの杉原 毅様を講師に迎え、振動

騒音のメカニズムと振動や騒音を抑制する部品の対策事例について解説していただきました。 

 

■日 時 ： 令和５年１０月２日（月）13時 30分～14時 50分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ３３社/９４名 
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【参加者の声】 

 

・自動車部品を主に置いた説明内容だったので、とても理解しやすい内容だった。 

・車両 NVHの概略から丁寧に説明いただき、よく理解できた。 

・自動車の振動騒音の起振源と振動騒音種類の理解が深まった。 

・発生要因から解析、対策まで網羅されており一連のつながりが分かった。 

・振動騒音には固有振動の影響があることは知っていたが、振動のモードがたくさんあるこ

とを知ることができた。 

・振動は低周波域、騒音は高周波域で発生することや、起振源からどのように伝搬している

のか理解することができた。 

・振動騒音というと、エンジンとタイヤのイメージしかなかったが、各部品それぞれで影響

していることや、EVになると更に要求が厳しくなることが理解できた。 

・振動･騒音のリニアと対数の違いや計算式など、計測の基礎の部分を知ることができた。 

・音の評価の知見がなく、今まで音圧レベルや振動レベルしか評価してこなかったが、イナ

ータンスという評価項目を初めて知った。また、現象と対策も参考になり、今後の開発評

価に活かしたい。 

・EVになると音に対する要求が厳しくなること、騒音と振動は分けて考えた方が良いことが

分かった。音圧レベルと振動レベルどういう事象か見極めて対策を取っていく必要がある

と理解した。 

・BEV でサウンド作りが始まっているということ、EV 化の中で部品に対して要求する振動

騒音に対するレベル、種類が変わってきているということが参考になった。 

・自動車の振動･騒音はユーザーの５感に働きかけるものであり、ユーザーの直接評価される

ものであると改めて認識した。NVと言われるが、個体伝播と空気伝播の２種類があり、そ

れを見極めて解析、対策することが NV 性能向上には重要。車が快適であるためには、振

動･音を作り快適なものとしていくことが必要となる。 

・振動騒音の伝達経路、エネルギー的な視点、自動車メーカーでの計測方法がイメージでき

た。ドライバーに対して、操作のフィードバックとして音が必要というのは新しい観点だ

った。 

・振動･騒音についての区分けやよく問題となる周波数帯は初めて知ったので大変参考にな

った。振動･騒音の低減だけでなく、サウンドを作るという取り組みもあることも知ること

ができて大変参考になった。 

・NVHを考慮して車両開発をしていることは認識していたが、具体的な目的や対策手法が十

分にイメージできておらず、今回イメージができた。 

・吸音と遮音の違いについて、参考になった。起震源から伝達系を通って運転者に音が伝わ

るイメージができた。 

・吸音材の仕組みの話を聴けて大変勉強になった。音の吸収の仕組みについて深く知らなか

ったが、今回の講義で｢吸音材の形状が抵抗となって音の粒子速度を減衰させている｣と知

ることで理解することができた。 

・音響エネルギーの粒子速度の考え方と吸音材がどのようにして音を吸収(粒子速度の減速)

しているのかが参考になった。 

・計算式を抑え、視覚で伝えてくれるようまとめて頂いている為、難しい内容も非常に分か

りやすい講義だった。 

 

 


